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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子スコープと、
　前記電子スコープが接続され、前記電子スコープにより取得される画像信号に所定の画
像処理を施す画像処理装置と、
　前記画像処理装置で処理され生成された画像データを表示するための表示手段と、
　前記画像処理装置の筐体の外周面の所定位置に着脱自在に設けられ、各種操作を行うた
めのアイコンが表示されるタッチパネルと、
　前記画像処理装置に設けられるタッチパネル制御手段と前記タッチパネルとの間の情報
の伝送を、前記タッチパネルが前記外周面に装着された状態、及び取り外された状態の双
方において行うことが可能な伝送手段とを備え、
　前記伝送手段は、所定の長さを有するケーブルであり、
　前記ケーブルは付け替え可能であることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記タッチパネルが前記筐体の外周面に装着された状態では前記ケーブルは前記筐体か
ら露出せず、前記タッチパネルが前記筐体の外周面から取り外された状態では前記ケーブ
ルは前記筐体から露出していることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は内視鏡システムにおいて画像処理プロセッサのフロントパネルに設けられるタ
ッチパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡システムはスコープとプロセッサとＴＶモニタとを備える。患者の体内に
挿入されるスコープにより取得される画像データは、プロセッサで所定の画像処理が施さ
れる。画像処理が施された画像データは所定の記録媒体に格納されると共に、ＴＶモニタ
へ送られる。その結果、ＴＶモニタのディスプレイに被観察体像が表示される。施術者は
、ＴＶモニタに映し出される体内の様子を視認しながら、スコープの操作を行う。画像処
理プロセッサの筐体のフロントパネルには、各種操作ボタン、表示ランプ等が設けられて
おり、これらの操作ボタンを操作することによりＴＶモニタにおける表示態様が適宜調整
される。
【特許文献１】特開平６－７０８７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　通常の施術において、医師がＴＶモニタを視認しながらスコープの操作を行い、医師の
指示に基づいて看護師がフロントパネルの操作を行うのが一般的である。看護師は、施術
の状況に応じて患者の体位変換を行ったり、医師によるスコープ挿入の補助を行うことも
あり、必ずしも画像処理プロセッサの近傍にいるわけではない。従って、看護師は患者と
画像処理プロセッサとの間を頻繁に行き来することになり、施術における看護師の負担は
大きいという問題がある。また、フロントパネルの操作を行うとき看護師がＴＶモニタを
遮る場合もあり、医師によるＴＶモニタの映像の確認作業を妨害してしまうという問題も
ある。
【０００４】
　本発明は、以上の問題を解決するものであり、画像処理プロセッサのフロントパネルの
操作性の向上を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る電子内視鏡システムは、電子スコープと、電子スコープが接続され、電子
スコープにより取得される画像信号に所定の画像処理を施す画像処理装置と、画像処理装
置で処理され生成された画像データを表示するための表示手段と、画像処理装置の筐体の
外周面の所定位置に着脱自在に設けられ、各種操作を行うためのアイコンが表示されるタ
ッチパネルと、画像処理装置に設けられるタッチパネル制御手段とタッチパネルとの間の
情報の伝送を、タッチパネルが上述の外周面に装着された状態、及び取り外された状態の
双方において行うことが可能な伝送手段とを備えたことを特徴とする。
【０００６】
　好ましくは、伝送手段は、所定の長さを有するケーブルである。このケーブルは長さの
異なるものを付け替え可能であることがより好ましい。
【発明の効果】
【０００７】
　以上のように本発明によれば、電子内視鏡システムの画像処理装置の筐体に設けられる
タッチパネルが着脱自在に構成される。従って、電子内視鏡システムが使用される室内の
状況に応じて、適宜タッチパネルを位置決めすることができ、タッチパネルの操作性が向
上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、本発明に係る実施形態が適用される電子内視鏡システムのシステム構成を概略
的に示す図である。電子スコープ１０は、施術者が手で保持しながら各種操作を行う操作
部１１と、患者の体内に挿入される可撓管である挿入部１２と、画像処理プロセッサ（画
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像処理装置）２０に接続される接続部１３とを有する。接続部１３は画像処理プロセッサ
２０のフロント部２０Ｆに接続される。画像処理プロセッサ２０では電子スコープ１０に
より取得された画像信号に対し、所定の画像処理が施される。画像処理プロセッサ２０の
フロント部２０Ｆにはタッチパネル２１が配設される。タッチパネル２１はフロント部２
０Ｆに対して着脱自在に構成される。画像処理プロセッサ２０には所定のビデオ信号の規
格に依拠して画像表示が行われるメインモニタ３０が接続される。
【０００９】
　図２は、タッチパネル２１をフロント部２０Ｆから取り外した状態を示す図である。タ
ッチパネル２１はケーブル４０を介して画像処理プロセッサ２０に接続される。タッチパ
ネル２１と画像処理プロセッサ２０との間の各種データの伝送はケーブル４０を介して行
われる。尚、図１に示すタッチパネル２１がフロント部２０Ｆに取り付けられた状態にお
いても、同様に、ケーブル４０を介してタッチパネル２１と画像処理プロセッサ２０との
間の各種データの伝送が行われる。
【００１０】
　ケーブル４０には、内視鏡システムが使用される病室内の広さに応じた長さを有するも
のが用いられる。すなわち、ケーブル４０として、長さの異なるものが適宜付け替えられ
る。従って、タッチパネル２１はケーブル４０の長さに応じて任意の位置に位置決めする
ことができる。
【００１１】
　図３は、本発明に係る第１実施形態が適用される電子内視鏡システムのブロック図であ
る。電子スコープ１０には多数の光ファイバーから成るライトガイド１４が挿通しており
、ライトガイド１４は電子スコープ１０の挿入部１２の先端まで延びている。
【００１２】
　画像処理プロセッサ２０の第１のＣＰＵ２２は、電子内視鏡システム全体をコントロー
ルする例えばマイクロプロセッサである。光源部２３は、白色光を出射する例えばキセノ
ンランプ等の光源と、この光源を点灯駆動するための光源駆動回路を有する。絞り機構２
４は、光源部２３の出射光の光量を調節するための絞りと、この絞りを駆動する絞り駆動
回路とを有する。絞りは、光源部２３の光源からの出射光の光路上に配設される。
【００１３】
　電子スコープ１０の接続部１３を画像処理プロセッサ２０に接続すると、ライトガイド
１４は、絞り機構２４を介して光源部２３の光源に光学的に接続される。使用者による光
源点灯操作が行われると、第１のＣＰＵ２２からの制御信号に基づいて光源部２３の光源
駆動回路から光源へ駆動信号が出力され、光源から白色光が出射される。また、第１のＣ
ＰＵ２２からの制御信号に基づいて絞り機構２４の絞り駆動回路から絞りへ駆動信号が出
力される。これにより光源部２３から出射される白色光は絞り機構２４で光量調節され、
ライトガイド１４の入射端に入射する。入射した白色光はライトガイド１４により電子ス
コープ１０の挿入部１２の先端まで導かれ、配光光学系１７を介して被観察体に照明光と
して照射される。
【００１４】
　被観察体からの反射光は対物光学系１５を介してＣＣＤ１６に入射し、ＣＣＤ１６の受
光面に被観察体の光学像が結像される。接続部１３を画像処理プロセッサ２０に接続する
と、接続部１３のＣＣＤ駆動回路１８は第１のＣＰＵ２２に接続される。第１のＣＰＵ２
２からの制御信号に基づいてＣＣＤ駆動回路１８からＣＣＤ駆動信号が出力されると、Ｃ
ＣＤ１６では被観察体の光学像が光電変換され、アナログ画像信号が出力される。
【００１５】
　ＣＣＤ１６から出力されたアナログ画像信号は接続部１３の信号処理回路１９でＡ／Ｄ
変換等の前段階の画像信号処理が施され、画像処理プロセッサ２０の信号処理部２５に入
力される。信号処理部２５ではデジタル画像信号に増幅処理、ガンマ補正、輪郭強調等の
所定の画像信号処理が施され、信号処理部２５に設けられた画像メモリ（図示せず）に画
像データとして格納される。画像メモリ内の画像データは、適時読み出されて所定のビデ
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オ信号の仕様に準拠したビデオ信号処理が施され、メインモニタ３０へ出力される。その
結果、メインモニタ３０に被観察体像が表示される。
【００１６】
　フロント部２０Ｆ（図２）から取り外した状態で示したタッチパネル２１はバックライ
トとしてのＬＥＤ２８と組合わせて用いられる。ＬＥＤ２８からの出射光が照射されると
タッチパネル２１に表示される画像が視認できる。上述のように、タッチパネル２１はケ
ーブル４０を介して画像処理プロセッサ２０に接続されている。このケーブル４０を介し
て、画像処理プロセッサ２０の第２のＣＰＵ２６とタッチパネル２１との間の各種データ
の伝送が行われる。タッチパネル２１及びＬＥＤ２８は第２のＣＰＵ２６から送られてく
る制御信号により制御される。また、第２のＣＰＵ２６は第１のＣＰＵ２２との間で各種
情報の授受を行う。
【００１７】
　補助記憶装置（例えばハードディスク装置）２７にはタッチパネル２１に表示され操作
者の入力を促進するための各種アイコンの画像データ、タッチパネル２１を制御するため
の各種プログラム等が格納されており、第２のＣＰＵ２６に接続されている。また、第２
のＣＰＵ２６は信号処理部２５の画像メモリに接続されている。画像メモリ内の画像デー
タは、第２のＣＰＵ２６の制御に基づいて読み出され、タッチパネル２１に出力される。
従って、タッチパネル２１にも被観察体像の表示が可能となる。
【００１８】
　このように、タッチパネル２１には、信号処理部２５の画像メモリに格納された被観察
体の画像データと、補助記憶装置２７に格納されたアイコン等の画像データが表示可能で
ある。タッチパネル２１におけるこれらの画像データの表示の態様は、第２のＣＰＵ２６
により制御される。
【００１９】
　以上のように本実施形態によれば、タッチパネル２１は画像処理プロセッサ２０のフロ
ント部２０Ｆに対して着脱自在であり、ケーブル４０を介して各種データの授受が行われ
る。従って、看護師等の操作者が最も操作しやすい位置にタッチパネル２１を位置づける
ことができる。例えば、患者の体位変換をすべく患者の近傍に待機した状態で、タッチパ
ネル２１を操作することができる。
【００２０】
　また、メインモニタ３０の設置場所、医師の立ち位置との相対的位置関係を考慮してタ
ッチパネル２１を位置付けることができる。従って、施術中、タッチパネル２１の操作者
がメインモニタ３０を遮って医師の作業を妨害してしまうことが防止される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る実施形態が適用される電子内視鏡システムのシステム構成を概略的
に示す図であり、タッチパネルが画像処理プロセッサのフロント部に取り付けられた状態
を示す図である。
【図２】タッチパネルをフロント部から取り外した状態を示す図である。
【図３】電子内視鏡システムのブロック図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１０　電子スコープ
　１１　操作部
　２０　画像処理プロセッサ
　２０Ｆ　フロント部
　２１　タッチパネル
　２２　第１のＣＰＵ
　２６　第２のＣＰＵ
　３０　メインモニタ
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